
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 与野南 小学校 ）     学校番号 ０８６                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 「笑顔輝く 楽しい学校」   ～ 「凡事徹底」 ＋ ３つのＣ(Ｃhance・Ｃhallenge・Ｃhange) ＝ 楽校 ～        

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現 
２ 豊かな心の推進と安心・安全な教育環境の整備 
３ コミュニティ・スクールによる連携・協働体制の構築 
４ 「凡事徹底」を合言葉に協働共励の組織づくり 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年１月１８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査では、国語、算数とも

に全国、市平均と比べ概ね良好な結果である。 

○市の学習状況調査において、学習に関する関

心・意欲・態度に関する質問に肯定的な回答を

した児童の割合は、市平均と比べ算数・理科で

高く、国語・社会で、やや低い学年もある。 

〇コンピュータを活用して、学習内容の理解度や

興味・関心に合わせて学習することに意欲的に

取り組む児童が多い。 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査の全国平均と比べ、国

語「書くこと」・「読むこと」の主に記述式の

設問について、結果の二極化傾向が見られる。 

○友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることや考えを文章

にまとめることが課題である。 

・主体的・対話

的で深い学び

の実現 

「学力向上に関

する取組」 

①「学びのポイント」（じしゃく）を活

用した授業を展開し、児童が考えを

友達と共有しながら、自身の思考を

深めるなど、「主体的な学び」・

「協働的な学び」を実践する。 

②5・6年生の教科担任制と 3・4年生の

学年内交換授業を展開し、きめ細や

かな指導の充実を図る。 

③国語について、タブレット端末を効果

的に活用しながら文章表現のモデル

文を提示し、書く力の向上を図る。 

④ドリルパークやスタディサプリなどの

タブレット端末を活用した学習活動を

展開し、「個別最適な学び」を実践す

る。 

⑤「STEAMS TIME」で、プログラミングﾞ

教育、金融経済教育等を関連付けた探

究的な学びを行う単元を創り出し実施

する。 

①④⑤学校自己評価に係る児童・教員ア

ンケートにおいて、「自ら学び、考え

るなど、進んで学習に取り組む」「探

究的な学びに向けた授業の工夫」の肯

定的な回答の割合が 90％以上となっ

たか。 

②学校自己評価に係る児童・保護者アン

ケートにおいて、「分かりやすく教え

てくれる」「分かりやすいよう工夫し

て指導」の肯定的な回答の割合が

90％以上となったか。 

③児童アンケートにおいて、「文を書く

ことが好き」の肯定的な回答の割合が

80％以上となったか。 

①④⑤学校自己評価に係る児童・教員アンケ

ートにおいて、「自ら学び、考えるなど、

進んで学習に取り組む」「探究的な学びに

向けた授業の工夫」の肯定的な回答の割合 

 ➔「自ら学び、考えるなど、進んで学習に

取り組む」児童 92％  

  「探究的な学びに向けた授業の工夫」教

員 95％ 

②学校自己評価に係る児童・保護者アンケー

トにおいて、「分かりやすく教えてくれ

る」「分かりやすいよう工夫して指導」の

肯定的な回答の割合 

 ➔「分かりやすく教えてくれる」児童 96％ 

「分かりやすいよう工夫して指導」保護者

97％ 

③児童アンケートにおいて、「文を書くこと

が好き」の肯定的な回答の割合 

➔72％ 

Ａ 

〇「学びのポイント」（じしゃく）を

意識した授業実践を今後も継続する

ことで、「個別最適な学び」と「協

働的な学び」を充実させていきた

い。そのために、来年度の学校課題

研修では、個別最適な学びと協働的

な学びの研究に取り組む。 

〇今年度の反省をもとに、改善を図り

ながら、来年度も教科担任制を継続

する。 

〇協働力を高めていくことで、子ども

たちのコミュニケーション力が高ま

っていくのではないかと考える。そ

こで、ＩＣＴを効果的に活用しなが

ら、協働的な学びを推進し、他者の

考えや学びを共有し、自分の考えや

学びを深め、発信する力を育成して

いく。 

 

〇授業を拝見して、子どもたち

同士による教え合いやグルー

プでの話し合いなどが活発に

見られ、どの学級でも協働的

な学びが展開されていた。今

後も充実させていってほし

い。 

〇タブレット端末の修繕に時間

がかかるのは、子どもたちの

学習に支障をきたすので、何

とか改善してほしい。 

〇タブレット端末の日常的な活

用により、子どもたちの情報

モラルやリテラシーを育成し

ていく必要がある。 
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〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査において、「人が困っ

ているときには、進んで助けている」の質問に

肯定的な回答をした児童の割合は、全国平均を

上回った。 

〇２年前と比べ、昨年度は、けがで保健室に来室

する児童、医療機関を受診した児童は減少して

いる。 

〈課題〉 

〇学校自己評価に係る児童アンケートにおいて

「悩みや困ったことが起きた時、誰かに相談で

きる」の項目に否定的な回答の割合が、他の項

目と比べ高く、継続してより深く多面的な児童

理解と適切な支援を行う必要がある。 

〇児童が自ら危険を予測したり、回避したりする

力を育むことが課題である。 

・豊かな心の教

育の推進 

「安心・安全に

関する取組」 

①代表委員会を中心とした「あいさつ運

動」と豊かな仲間意識を育む異学年

集団による交流活動を展開する。 

②「考え、議論する道徳」の授業づくり

を推進し、道徳教育・人権教育の充

実を図る。 

①学校自己評価に係る児童・保護者アン

ケートにおいて、「あいさつ」「友達

と仲よく生活」に関連する項目の肯定

的な回答の割合が 90％以上となった

か。 

②学校自己評価に係る児童・保護者アン

ケートにおいて、「よさを見つけ認め

伸ばす指導」に関連する項目の肯定的

な回答の割合が 90％以上となった

か。 

①学校自己評価に係る児童・保護者アンケー

トにおいて、「あいさつ」「友達と仲よく

生活」に関連する項目の肯定的な回答の割

合 

 ➔「あいさつ」児童 88％ 保護者 83％ 

②学校自己評価に係る児童・保護者アンケー

トにおいて、「よさを見つけ認め伸ばす指

導」に関連する項目の肯定的な回答の割合 

➔児童 94％ 保護者 95％ 

Ａ 

〇あいさつ運動は、児童主体に行われ

活発である。また、保護者によるあ

いさつ運動も効果的である。しか

し、あいさつ運動日以外のあいさつ

に課題がある。今後も、３者による

あいさつ運動を充実させ、課題を解

決していきたい。 

〇「ハッピータイム」の取組を充実さ

せていくことで、協働力、思いやり

の心などの非認知能力を育成する。 
 

〇学校評価の教育相談の項目に

ついて、およそ 2 割の児童が

否定的な回答をしており、相

談先がないことについて心配

している。学校における、心

と生活のアンケートと面談の

実施、「いのちの支え合い」

を学ぶ授業など、相談しにく

い児童への対応や児童の相談

スキルの育成の取組について

は評価できる。担任が、児童

の状態をよく把握して、適切

に対応してほしい。 

〇「ハッピータイム」はよい取

組である。今年度は、それに

加え、全校スマイルランチに

も取り組み、充実が図れた。

今後も、継続してほしい。 

・安心・安全な

教育環境の整

備 

「安心・安全に

関する取組」 

①校内におけるケガの発生場所、件数、

原因等を分析し、児童と結果を共有

できるようにする。 

②生徒指導・教育相談に係る校内委員会

の情報を基に、児童の状況を細やか

に把握・分析し、ＳＣ・ＳＳＷ・外

部機関等と連携して組織的に誠実か

つ適切な支援・相談を行う。 

①学校自己評価に係る児童アンケート

「安全に気を付けて生活している」と

回答する児童の割合が 90％以上とな

ったか。 

②学校自己評価に係る児童・保護者・教

員アンケートにおいて、「教育相談」

に関する項目の肯定的な回答の割合が

90％以上となったか。 

①学校自己評価に係る児童アンケート「安全

に気を付けて生活している」と回答する児

童の割合 

 ➔児童 97％ 

②学校自己評価に係る児童・保護者・教員ア

ンケートにおいて、「教育相談」に関する

項目の肯定的な回答の割合 

 ➔児童 82％ 保護者 98％ 教員 100％ 

Ａ 

〇廊下歩行に課題がある。児童主体に

よる廊下歩行の啓発活動を推進して

いきたい。 

〇今後も、校内委員会の充実とＳＣ・

ＳＳＷ等の専門家との連携を図りな

がら、教育相談体制を強化してい

く。そして、一人ひとりへのきめ細

やかな支援へとつなげていく。 
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〈現状〉 

〇昨年度、学校運営協議会において、「与野南小

コミュニティ・スクール構想図」「与野南小コ

ミュニティ・スクール概要図」を策定すること

ができた。また、学校運営協議会を主体とした

「あいさつ運動」を実施することができた。 

〈課題〉 

〇「与野南小コミュニティ・スクール構想図」

「与野南小コミュニティ・スクール概要図」の

具現化を図る必要がある。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

による連携・

協働体制の構

築 

「開かれた学校

づくりに関す

る取組」 

①学校運営協議会の情報を学校だよりや

学校ＨＰで積極的に発信し、取組等を

広く、家庭・地域と共有する。 

②「与野南小コミュニティ・スクール構

想図」「与野南小コミュニティ・スク

ール概要図」の具現化を図り、学校、

家庭、地域の取組を推進する。 

③児童の発達や学びの連続性・多様性を

理解し、与野南中学校教員による教科

指導や学校行事の連携・協力事業を展

開する。 

①②学校自己評価に係る保護者・教職員

アンケートで、「学校運営に関して、

学校・保護者・地域が連携・協働し

て、子どもたち成長を支えている」と

回答する割合が 85％以上となった

か。 

③「小１プロブレム」「中１ギャップ」

の解消に向けた、保幼小連携及び小・

中一貫教育の取組を充実させることが

できたか。 

①②学校自己評価に係る保護者・教職員アン

ケートで、「学校運営に関して、学校・

保護者・地域が連携・協働して、子ども

たち成長を支えている」と回答する割合 

 ➔保護者 99％ 教員 100％ 

③「小１プロブレム」「中１ギャップ」の解

消に向けた、保幼小連携及び小・中一貫

教育の取組 

 ➔「小中一貫」引渡し訓練実施。小中合同

研修会の実施（スクールロイヤー講演）

「保幼小」1年生と園児との交流会実施、

保幼小連絡協議会実施予定（１月末） 

Ｂ 

〇子どもたちのコミュニケーションに

おける課題について、３者で共有す

ることができた。今後、コミュニケ

ーション力の育成の具現化を図り、

取組を推進していく。 

〇小・中一貫教育の取組は今後も継続

し、充実させていく。「小１プロブ

レム」の解消に向けた保幼小連携の

取組について、今年度の取組以外で

新規にできるものはないか検討をし

ていく。 

 

〇子どもたちのコミュニケーシ

ョン力の低下について、コロ

ナ禍で影響を受けた低学年が

心配である。また、子どもた

ちの中には、トラブルを避け

ようとするあまり、人との関

りを過度に避けようとする傾

向もみられる。人はトラブル

を経験することにより、次に

どう行動するのか学ぶ。異学

年交流や協働的な学びを行う

ことの意義がそこにある。 
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〈現状〉 

○ＩＣＴの活用方法について、エバンジェリスト

が中心となり研修を重ねてきた。 

○Ｔ・Ｔや合同授業により、多面的な児童理解や

多様な指導方法等を学び合うことができた。 

〈課題〉 

○ＩＣＴの活用については、誰もが学び続けるこ

とができる職場環境づくりが求められる。 

○担当外の教科について、教材研究をしたり、よ

い授業のイメージを共有したりすることが課題

である。 

・「凡事徹底」

を合言葉に協

働共励の組織

づくり 

「教職員の資質

向上に関する

取組」 

①「主体的な学びをつくる授業づくり」

をテーマに、外部指導者を招聘した校

内研修を実施する。 

②低中高学年ブロック・本部に１人ずつ

エバンジェリストを配置し、エバンジ

ェリストからの個別最適な学びにおけ

る各教員への課題提示と各教員の授業

実践を行う。 

①各教員が、授業改善の目標を基に指導

者を招いた授業公開を年間１人１回実

施する。 

②学校自己評価に係る教員アンケート

で、「ＩＣＴ機器の活用を意識した授

業を行っている。」と回答する教員の

割合が、90％以上となったか。また、

授業実践を年 3回以上実施できたか。 

①各教員が、授業改善の目標を基に指導者を

招いた授業公開を年間１人１回実施 

 ➔学校指導訪問を活用し、授業公開を年間

１人１回実施。外部指導者を招聘した校内

研究授業会を年 4回実施。 

②学校自己評価に係る教員アンケートで、

「ＩＣＴ機器の活用を意識した授業を行っ

ている。」と回答する教員の割合と授業実

践 

 ➔アンケート：90％ 授業実践：公開授業

で 1回、日々の授業において、日常的に活

用できている。 

Ｂ 

〇教員の主体性をより大切にした新し

い研修の在り方を模索し実施してい

く。研修を通して「自律的に学び続

ける力」「新たな課題に対応できる

力」「協働的に課題解決できる力」

を育成し、教職員の資質向上につな

げていきたい。 
 

〇方策の評価指標が、「B」とい

うことだが、学校の課題に対

して、教職員同士が協働しな

がら、教育活動にあたってい

ることはとても良いことであ

る。児童だけでなく、教員の

協働力も向上していってほし

い。 


